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第一部【企業情報】

第1【企業の概況】

1【主要な経営指標等の推移】

回次
第212期
第1四半期
連結累計期間

第213期
第1四半期
連結累計期間

第212期

会計期間
自2019年4月1日
至2019年6月30日

自2020年4月1日
至2020年6月30日

自2019年4月1日
至2020年3月31日

売上高 （百万円） 34,221 26,930 142,926

経常利益 （百万円） 766 697 5,485

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）

（百万円） 1,098 △189 3,731

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △278 53 △398

純資産額 （百万円） 93,937 89,195 90,383

総資産額 （百万円） 171,966 160,768 165,542

1株当たり四半期（当期）純利

益又は1株当たり四半期純損失

（△）

（円） 51.27 △9.22 178.22

潜在株式調整後1株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 52.7 54.7 53.7

（注）1.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

2.売上高は、消費税及び地方消費税抜きで記載しております。

3.第212期第1四半期連結累計期間及び第212期の潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益については、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

4.第213期第1四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、1株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

5.当社は、前第2四半期連結会計期間より、取締役等に対し、信託を用いた株式報酬制度「株式交付信託」を導

入しており、当該信託口が保有する当社株式を、1株当たり四半期（当期）純利益又は1株当たり四半期純損失

の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

2【事業の内容】

当第1四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、次のとおりであります。

（化成品事業）

当第1四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であったクラボウ関西化成㈱は、同じく当社の連結子

会社である中国化成工業㈱を存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

なお、存続会社の中国化成工業㈱は、クラボウケミカルワークス㈱に社名変更しております。
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第2【事業の状況】

1【事業等のリスク】

当第1四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

2【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績の状況

当第1四半期連結累計期間（2020年4月1日～2020年6月30日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの感染

拡大により緊急事態宣言が発出され、様々な自粛や制限に伴い経済・社会活動が停滞し、景気はかつてないきびし

い状況で推移しました。

このような環境下にあって当社グループは、従業員やステークホルダーの皆様の安全・健康を最優先として新型

コロナウイルスの感染拡大の防止、事業活動・生産活動への影響の最小化に努めるとともに、2年目を迎えた中期

経営計画「Creation'21」の達成に向け尽力しましたが、新型コロナウイルスの感染拡大の影響は大きく、当第1四

半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は269億円（前年同期比21.3％減）、営業利益は3億2千万円（同

12.6％増）、経常利益は6億9千万円（同9.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純損失は1億8千万円（前年同期

は親会社株主に帰属する四半期純利益10億9千万円）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

（繊維事業）

原糸分野及びカジュアル分野は、新型コロナウイルスの感染拡大による取引先の店舗休業や、個人消費の低迷の

影響を受けて、受注が減少し、減収となりました。

ユニフォーム分野は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受けた建設業及び製造業向けユニフォームの販売

不振により、受注が減少し、減収となりました。

海外子会社は、インドネシアは原糸販売が増加しましたが、ブラジルやタイの受注が減少したことにより、減収

となりました。

なお、抗菌・抗ウイルス機能素材の引き合いは増加しました。

この結果、売上高は101億円（前年同期比23.0％減）、営業損失は4億9千万円（前年同期は営業損失5億9千万

円）となりました。

 

（化成品事業）

自動車分野は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う自動車メーカーの操業停止などの影響を受けて、国内外と

もに受注が減少し、減収となりました。

機能樹脂分野は、半導体製造向け樹脂加工品は順調に推移しましたが、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う各

種イベントの自粛によりクリアファイル用フィルムなどが低調で、減収となりました。

住宅建材分野は、2019年10月の消費税率引き上げや、新型コロナウイルスの感染拡大による新設住宅着工戸数の

低迷の影響を受けて、減収となりました。

この結果、売上高は104億円（前年同期比22.2％減）、営業損失2千万円（前年同期は営業利益0百万円）となり

ました。

なお、自動車内装材用のフィルムを基材に応用した医療用ガウンを開発し、2020年7月から製品及び基材の販売

を開始しております。

 

（環境メカトロニクス事業）

エレクトロニクス分野は、コンピュータ・カラーマッチング・システムや膜厚計は堅調に推移しましたが、新型

コロナウイルスの感染拡大による国内外の全般的な営業活動の停滞により、減収となりました。

エンジニアリング分野は、排ガス処理関係の環境装置が堅調でしたが、プラント関係の大型案件が少なく、減収

となりました。

バイオメディカル分野は、核酸自動分離装置が堅調に推移し、また2020年3月より販売を開始した新型コロナウ

イルス抗体検査試薬キットも好調で、増収となりました。

工作機械分野は、国内では設備投資が低調で、販売不振となり、また、海外では新型コロナウイルスの感染拡大

に伴うロックダウンの影響により、北米及び中国で販売が減少し、減収となりました。

この結果、売上高は33億円（前年同期比23.1％減）、営業利益は2億6千万円（同2.0％増）となりました。
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（食品・サービス事業）

食品分野は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う全国一斉休校や、外出自粛の要請の影響を受けた内食需要の

高まりにより成型スープやシリアル向けフリーズドライフルーツの販売が増加し、増収となりました。

ホテル分野は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受けて、宴会及び宿泊のキャンセルが相次ぎ、また、

2020年5月8日から5月31日までの間、ホテル全館の臨時休業を行ったことなどにより、減収となりました。

この結果、売上高は18億円（前年同期比16.2%減）、営業利益は1千万円（同91.4%減）となりました。

 

（不動産事業）

賃貸事業の推進に注力した結果、売上高は11億円（前年同期比8.2％増）、営業利益は8億円（同13.7％増）とな

りました。

 

②財政状態の分析

当第1四半期連結会計期間末の総資産は、投資有価証券やたな卸資産は増加しましたが、売上債権が減少したこ

となどにより、1,607億円と前連結会計年度末に比べ47億円減少しました。

負債は、短期借入金は増加しましたが、仕入債務が減少したことなどにより、715億円と前連結会計年度末に比

べ35億円減少しました。

純資産は、その他有価証券評価差額金は増加しましたが、利益剰余金や為替換算調整勘定が減少したことなどに

より、891億円と前連結会計年度末に比べ11億円減少しました。

以上の結果、自己資本比率は1.0ポイント上昇して54.7％となりました。

 

(2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

なお、新型コロナウィルス感染拡大の影響に関する仮定については、「第4　経理の状況　1　四半期連結財務諸

表　注記事項（追加情報）」に記載しております。

 

(3）経営方針・経営戦略等

当第1四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第1四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針を支配する者の在り方に関する基本方針を定めておりますが、その基本方針に

ついて重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

当第1四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、458百万円であります。

なお、当第1四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6）経営成績に重要な影響を与える要因

当第1四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更は

ありません。

 

 

3【経営上の重要な契約等】

当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第3【提出会社の状況】

1【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 97,701,100

計 97,701,100

 

②【発行済株式】

種類
第1四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年6月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年8月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,356,228 22,356,228
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 22,356,228 22,356,228 － －

 

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2020年4月1日～

2020年6月30日
－ 22,356 － 22,040 － 15,255

 

 

(5)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第1四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6)【議決権の状況】

当第1四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2020年3月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

    2020年6月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）
－

単元株式数100株
普通株式 1,665,500

（相互保有株式）
－

普通株式 28,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 20,522,100 205,221 同上

単元未満株式 普通株式 139,928 －
1単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数  22,356,228 － －

総株主の議決権  － 205,221 －

(注)「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が900株（議決権9個）、取締役等への株

式報酬制度のために設定した株式交付信託に係る日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）が所有

する当社株式が105,600株（議決権1,056個）含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年6月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）      

倉敷紡績株式会社

大阪市中央区久太

郎町二丁目4番31

号

1,665,500 － 1,665,500 7.45

（相互保有株式）      

株式会社アラミス
大阪市中央区博労

町二丁目5－16
28,700 － 28,700 0.12

計 － 1,694,200 － 1,694,200 7.57

（注）1.株主名簿上は当社名義となっていますが、実質的に所有していない株式が100株（議決権1個）あります。

　なお、当該株式は、上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含めております。

2.上記の自己名義所有株式数には、取締役等への株式報酬制度のために設定した株式交付信託に係る日本トラ

スティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）が所有する当社株式105,600株は含まれておりません。

 

2【役員の状況】

該当事項はありません。
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第4【経理の状況】

1.四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

2.監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第1四半期連結会計期間（2020年4月1日から2020年6月

30日まで）及び第1四半期連結累計期間（2020年4月1日から2020年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表につい

て、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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1【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2020年3月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2020年6月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 18,808 19,050

受取手形及び売掛金 33,441 26,178

有価証券 607 605

商品及び製品 11,016 11,660

仕掛品 6,906 8,045

原材料及び貯蔵品 4,500 4,490

その他 2,252 1,786

貸倒引当金 △49 △47

流動資産合計 77,483 71,768

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 24,816 24,413

その他（純額） 27,504 27,173

有形固定資産合計 52,320 51,586

無形固定資産 1,233 1,278

投資その他の資産   

投資有価証券 30,709 32,485

その他 4,231 4,016

貸倒引当金 △436 △366

投資その他の資産合計 34,503 36,134

固定資産合計 88,058 88,999

資産合計 165,542 160,768

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 19,030 16,125

短期借入金 18,707 19,890

未払法人税等 838 439

賞与引当金 1,431 541

その他 8,057 8,805

流動負債合計 48,066 45,801

固定負債   

長期借入金 2,267 2,231

役員退職慰労引当金 115 94

株式報酬引当金 19 28

退職給付に係る負債 12,858 12,651

その他 11,830 10,766

固定負債合計 27,092 25,772

負債合計 75,158 71,573
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2020年3月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2020年6月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 22,040 22,040

資本剰余金 15,254 15,254

利益剰余金 57,622 56,191

自己株式 △4,227 △4,227

株主資本合計 90,689 89,258

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,061 8,351

繰延ヘッジ損益 14 12

為替換算調整勘定 △8,112 △9,075

退職給付に係る調整累計額 △675 △645

その他の包括利益累計額合計 △1,711 △1,357

非支配株主持分 1,405 1,294

純資産合計 90,383 89,195

負債純資産合計 165,542 160,768
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第1四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第1四半期連結累計期間
(自　2019年4月1日
　至　2019年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自　2020年4月1日
　至　2020年6月30日)

売上高 34,221 26,930

売上原価 28,667 22,013

売上総利益 5,554 4,916

販売費及び一般管理費 5,263 4,588

営業利益 291 327

営業外収益   

受取利息 6 4

受取配当金 516 486

その他 135 71

営業外収益合計 658 562

営業外費用   

支払利息 87 64

持分法による投資損失 9 3

その他 87 125

営業外費用合計 183 192

経常利益 766 697

特別利益   

固定資産売却益 － 23

補助金収入 － 10

退職給付制度改定益 750 －

特別利益合計 750 34

特別損失   

操業休止関連費用 － ※１ 252

事業構造改善費用 － ※２ 175

関係会社株式評価損 － 52

固定資産処分損 － 3

特別損失合計 － 484

税金等調整前四半期純利益 1,516 247

法人税等 523 455

四半期純利益又は四半期純損失（△） 992 △208

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △105 △18

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
1,098 △189
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【四半期連結包括利益計算書】

【第1四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第1四半期連結累計期間
(自　2019年4月1日
　至　2019年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自　2020年4月1日
　至　2020年6月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 992 △208

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,435 1,290

繰延ヘッジ損益 △27 △2

為替換算調整勘定 173 △1,012

退職給付に係る調整額 6 29

持分法適用会社に対する持分相当額 12 △43

その他の包括利益合計 △1,271 261

四半期包括利益 △278 53

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △252 164

非支配株主に係る四半期包括利益 △26 △111
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

（連結の範囲の重要な変更）

当第1四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であったクラボウ関西化成㈱は、同じく当社の連結

子会社である中国化成工業㈱を存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しておりま

す。

なお、存続会社の中国化成工業㈱は、クラボウケミカルワークス㈱に社名変更しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第1四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染拡大の影響に関する仮定）

前事業年度の有価証券報告書の追加情報に記載した新型コロナウイルス感染拡大の影響に関する仮定につい

て、重要な変更はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

次の法人について金融機関等からの借入金に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（2020年3月31日）

当第1四半期連結会計期間
（2020年6月30日）

社会福祉法人石井記念愛染園

（連帯保証）

624百万円

 

社会福祉法人石井記念愛染園

（連帯保証）

591百万円

 

㈱アクラベニタマ 245 ㈱アクラベニタマ 242

計 869 計 834

 

（四半期連結損益計算書関係）

※1　操業休止関連費用は、世界的な新型コロナウイルスの感染拡大の影響により当社及び一部の連結子会社が

操業休止した期間に係る固定費であります。

 

※2　事業構造改善費用は、繊維事業の構造改革に伴う当社の丸亀工場及びブラジルの連結子会社のサプカイア

工場の閉鎖に係る設備移設等の費用であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第1四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第1四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第1四半期連結累計期間
（自 2019年4月1日
至 2019年6月30日）

当第1四半期連結累計期間
（自 2020年4月1日
至 2020年6月30日）

減価償却費 1,299百万円 1,234百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第1四半期連結累計期間（自　2019年4月1日　至　2019年6月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年6月27日

定時株主総会
普通株式 1,289 60 2019年3月31日 2019年6月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第1四半期連結累計期間（自　2020年4月1日　至　2020年6月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年6月24日

定時株主総会
普通株式 1,241 60 2020年3月31日 2020年6月25日 利益剰余金

（注）2020年6月24日定時株主総会の決議による配当金の総額には、株主交付信託が保有する当社株式に対

する配当金6百万円が含まれております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第1四半期連結累計期間（自　2019年4月1日　至　2019年6月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)2

 繊維事業
化成品
事業

環境メカ
トロニク
ス事業

食品・サー
ビス事業

不動産
事業

計

売上高         

外部顧客への
売上高

13,169 13,453 4,376 2,202 1,019 34,221 － 34,221

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

8 10 24 12 104 159 △159 －

計 13,178 13,463 4,400 2,214 1,123 34,380 △159 34,221

セグメント利益
又は損失（△）

△591 0 262 156 711 539 △248 291

（注）1.セグメント利益又は損失の調整額△248百万円には、全社費用△248百万円及びその他の調整額0百

万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない研究開発費であります。

2.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第1四半期連結累計期間（自　2020年4月1日　至　2020年6月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)2

 繊維事業
化成品
事業

環境メカ
トロニク
ス事業

食品・サー
ビス事業

不動産
事業

計

売上高         

外部顧客への
売上高

10,145 10,472 3,364 1,844 1,103 26,930 － 26,930

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

12 3 121 10 113 262 △262 －

計 10,157 10,475 3,486 1,855 1,216 27,192 △262 26,930

セグメント利益
又は損失（△）

△490 △20 268 13 809 579 △251 327

（注）1.セグメント利益又は損失の調整額△251百万円には、全社費用△252百万円及びその他の調整額0百

万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない研究開発費であります。

2.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（1株当たり情報）

1株当たり四半期純利益又は1株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第1四半期連結累計期間
（自　2019年4月1日
至　2019年6月30日）

当第1四半期連結累計期間
（自　2020年4月1日
至　2020年6月30日）

1株当たり四半期純利益又は1株当たり四半期純損失

（△）
51円27銭 △9円22銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株

主に帰属する四半期純損失（△）（百万円）
1,098 △189

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（百万円）

1,098 △189

普通株式の期中平均株式数（千株） 21,422 20,585

（注）1.前第1四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。当第1四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、1株当たり

四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

2.当社は、前第2四半期連結会計期間より、取締役等に対し、信託を用いた株式報酬制度「株式交付信託」を導入

しております。当該信託口が保有する当社株式105,600株を、1株当たり四半期純利益又は1株当たり四半期純損

失の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

2【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年8月12日

倉敷紡績株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

大阪事務所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 井上　 正彦　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 北池 晃一郎　　印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている倉敷紡績株式会社

の2020年4月1日から2021年3月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2020年4月1日から2020年6月30日ま

で）及び第1四半期連結累計期間（2020年4月1日から2020年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期

連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、倉敷紡績株式会社及び連結子会社の2020年6月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点

において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会‍の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会‍に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）1.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書

提出会社）が別途保管しております。

2.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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